
江府町告示第13号

平成22年３月１日

江府町長 竹 内 敏 朗

第３回江府町議会定例会を下記のとおり招集する。

記

１、期 日 平成22年３月８日

２、場 所 江府町役場議場

○開会日に応招した議員

宇田川 潔 川 上 富 夫 池 田 成 弘

越 峠 惠美子 日野尾 優 上 原 二 郎

長 岡 邦 一 田 中 幹 啓 川 端 雄 勇

森 田 智

○応招しなかった議員

な し
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第３回 江 府 町 議 会 定 例 会 会 議 録 （第１日）

平成22年３月８日（月曜日）

議事日程

平成22年３月８日 午前10時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 諸般の報告

日程第４ 議案第６号 江府町環境美化推進基金条例の制定について

日程第５ 議案第７号 江府町男女がともに輝くまちづくり条例の制定について

日程第６ 議案第８号 江府町多目的交流施設の設置及び管理に関する条例の制定について

日程第７ 議案第９号 江府町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改

正について

日程第８ 議案第10号 江府町特別職等の給与の特例に関する条例の一部改正について

日程第９ 議案第11号 江府町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部改正について

日程第10 議案第12号 江府町職員の給与の特例に関する条例の一部改正について

日程第11 議案第13号 江府町職員等の旅費に関する条例の一部改正について

日程第12 議案第14号 江府町職員の給与に関する条例の一部改正について

日程第13 議案第15号 江府町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

日程第14 議案第16号 江府町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改

正について

日程第15 議案第17号 江府町多目的交流施設に係る指定管理者の指定について

日程第16 議案第18号 平成22年度鳥取県日野郡江府町一般会計予算

日程第17 議案第19号 平成22年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

日程第18 議案第20号 平成22年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

日程第19 議案第21号 平成22年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）予算

日程第20 議案第22号 平成22年度鳥取県日野郡江府町老人保健特別会計予算

日程第21 議案第23号 平成22年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

－２－



予算

日程第22 議案第24号 平成22年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（サービス事業勘

定）予算

日程第23 議案第25号 平成22年度鳥取県日野郡江府町介護老人保健施設特別会計予算

日程第24 議案第26号 平成22年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計予算

日程第25 議案第27号 平成22年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計予算

日程第26 議案第28号 平成22年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計予算

日程第27 議案第29号 平成22年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計予算

日程第28 議案第30号 平成22年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計予算

日程第29 議案第31号 平成22年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事業特別会計予

算

日程第30 議案第32号 平成22年度鳥取県日野郡江府町江尾財産区特別会計予算

日程第31 議案第33号 平成22年度鳥取県日野郡江府町神奈川財産区特別会計予算

日程第32 議案第34号 平成22年度鳥取県日野郡江府町米沢財産区特別会計予算

日程第33 議案第35号 平成21年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第８号）

日程第34 議案第36号 平成21年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予

算（第２号）

日程第35 議案第37号 平成21年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正

予算（第３号）

日程第36 日程第38号 平成21年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘定）補正

予算（第４号）

日程第37 議案第39号 平成21年度鳥取県日野郡江府町老人保健特別会計補正予算（第２号）

日程第38 議案第40号 平成21年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

補正予算（第４号）

日程第39 議案第41号 平成21年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）

日程第40 議案第42号 平成21年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別会計補正予算（第４号）

日程第41 議案第43号 平成21年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会計補正予算（第

５号）

日程第42 議案第44号 平成21年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
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６号）

日程第43 議案第45号 平成21年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）

日程第44 議案第46号 平成21年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）

日程第45 予算特別委員会の設置について

日程第46 陳情書の処理について

出席議員（10名）

１番 宇田川 潔 ２番 川 上 富 夫 ３番 池 田 成 弘

４番 越 峠 惠美子 ５番 日野尾 優 ６番 上 原 二 郎

７番 長 岡 邦 一 ８番 田 中 幹 啓 ９番 川 端 雄 勇

10番 森 田 智

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

事務局長 梅 林 茂 樹

説明のため出席した者の職氏名

町長 竹 内 敏 朗 副町長 宮 本 正 啓

教育長 藤 原 成 雄 総務課長 影 山 久 志

企画政策課長 徳 岡 利 樹 町民生活課長 西 田 哲

福祉保健課長 本 高 善 久 農林産業課長 大 田 敏 朗

建設課長 太 田 厚 教育振興課長 山 川 浩 市

午前１０時１０分開会

○議長（越峠 惠美子君） おはようございます。本日の欠席通告はございません。全員出席であ
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ります。

これより、平成２２年第３回江府町議会定例会を開会いたします。

本日の議事日程は、配布のとおりであります。

地方自治法第１２１条の規定により、今期定例会に出席を求めた者は、お手元に配布した報告

書のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（越峠 惠美子君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第１１８条の規定により、議長において、９番、川端雄勇 議員、１０番、森田智議員の

両名を指名いたします。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（越峠 惠美子君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

過般、議会運営委員会が開かれ審議された結果、議会運営委員長からお手元に配布のとおり答

申を受けたので、お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日より３月１９日までの１２日間

といたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（越峠 惠美子君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１２日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 諸般の報告

○議長（越峠 惠美子君） 日程第３、諸般の報告を行います。初めに、議長報告を行います。１

２月議会以降の議会活動並びに会議規則第１１９条ただし書の規定による議員の派遣については、

お手元に配布しました議会活動報告、議員派遣の報告のとおりであり、説明を省略しご覧いただ

くことでご了承願います。

また、監査委員から各月の例月出納検査の結果報告書が、議長の手元に提出されております。

各月の例月出納検査結果報告書の詳細については、事務局の方でご覧願います。

続いて、町長報告を行います。町長からの報告事項がありましたら、この際報告をしていただ

きます。

○町長（竹内 敏朗君） 議長。
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○議長（越峠 惠美子君） 竹内町長。

○町長（竹内 敏朗君） １２月定例議会以降の行政報告につきましては、お手元に行政報告各課

別をお配りいたしております。これによりまして、主な事業につきましてのみご説明させていた

だきますのでよろしくお願い申し上げます。

先ず、１ページでございます。行政関係におきましては、日野郡で行っております県⋞市町村

「連携⋞共同事務検討協議会」を１月１９日、第２回を日野総合事務所において開催されており

ます。県の副知事をお迎えし、日野郡三町の町長も出席いたしまして、事務の連携⋞共同化につ

いて協議を行い、法定協議会の設置に向けて検討していくことを決定させていただきました。

次に選挙関係でございます。３月２日現在の選挙人名簿定時登録が行なわれたところでござい

ますが、登録者数は３，０２８人となっております。

２ページになりますが、まちづくり町民会議委員会を開催いたしました。１月２８日、防災情

報センターにおいて開催し、平成２１年度から３０年度までの財政見通しについての説明を行っ

たところでございます。併せて、デジタル放送対応⋞情報通信基盤整備事業等について説明する

とともに、意見交換を行ったところでございます。

続きまして、４ページでございます。中段でございますけども、健康講座並びに食生活改善伝

達講習会を各６集落においてそれぞれ開催いたしたところでございます。

５ページ、福祉でございますけども民生児童委員と鳥取大学医学部地域医療研究部との高齢者

実態調査に基づく検討会を１月１４日開催いたしたところでございます。

現在、民生児童委員が取り組んでおられます、高齢者調査からみえる課題と鳥取大学医学部生

が８月に独居高齢者を訪問調査いたしました結果をもとに地域の課題について活発な意見交換が

なされたところでございます。

６ページでございます。「環境王国奥大山を語る会」でございます。２月５日、鳥取県平井知

事を囲みまして、農業者代表と江府町の「環境王国奥大山を語る会」を短時間でございましたけ

れども知事をお迎えして、忌憚のないご意見交換をさせていただいたところでございます。

続きまして、江府町地域水田農業推進協議会の開催でございます。

平成２２年度生産目標数量面積の配分及びその取組みについて、２月１０日に農協支所で行わ

れたところでございます。水田総面積４７９．５１ｈａに対しまして、生産目標面積が３１２．

３５ｈａ、転作配分面積が、１６７．１５ｈａでございます。先般、決済が上がりましてこの転

作配分面積は江府町といたしまして、達成いたしたと報告を受けているところでございます。併

せまして、第６４回江府町全国植樹祭開催地招致会議を開催いたしながら、決起集会並びに垂れ
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幕、懸垂幕等も掲げながら招致に向けて努力をさせていただいているところでございます。なお、

今週土曜日１３日でございますけども、山村開発センターで１時半からシンポジウムも開催をい

たし、より一層奥大山の魅力と併せて鏡ヶ成地区での全国植樹祭の開催地となりますよう、努力

して参りたいと考えております。

続きまして、９ページ教育関係でございますけども、学校教育の関係でございます。

１月２６日が１回となります、江府中学校あり方検討委員会を開催いたしております。委員長

に佐々木満氏、副委員長に宇田川聡氏を選定いただいたところでございます。江府中学校につき

ましては、施設並びに生徒の減少という将来展望もございますので、中学校のあり方を検討いた

だくように諮問をさせていただいたところでございます。

また、例年実施いたしております、１月２６日から２８日、第３１回になります西ノ島交歓ス

キー教室を両町の小学生５年生５４名、それぞれ内訳は掲げてございますけども、そのようにし

て鏡ヶ成並びに奥大山スキー場で実施いたしたところでございます。

以上、簡単でございますが主だった点をご説明申し上げ、その他につきましてはご覧いただけ

ればと思います。どうかよろしくお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） ただ今の報告について、ご質問があればお受けいたします。

○議員（川端 雄勇君） 議長。

○議長（越峠 惠美子君） 川端議員。

○議員（川端 雄勇君） あのですね、先程、全国植樹祭のことに町長触れられまして、土曜日１

３日シンポジュウムがありますが、さっきの全協で言おうと思ったですけど時間がなかったもん

で、もう１３日ですので町民の皆さんに広く周知しないと、防災無線を使うとかなんか、ちょっ

とＰＲ不足じゃないかという気がしますので１３日にはかなりの人が寄ってもらって町民の意思

を広く伝えていきたいと思っておりますので、是非、防災無線とか色々な機会を捉えてお願いし

たいと思います。以上です。

○町長（竹内 敏朗君） 議長。

○議長（越峠 惠美子君） 町長。

○町長（竹内 敏朗君） １３日にはより多くの皆さんにおいでいただいて、盛り上げていきたい

と思います。各戸配布は完了いたしたところでございますけど、防災無線で、都度、放送して参

加を呼び掛けたいと思いますし、それから地方紙におきまして本日、山陰中央新報を見させてい

ただきますと載っておりましたし、また日本海さんにも載せていただけるというふうに思います。

そのような形で積極的に対応していきたいと思いますので、宜しくお願いたします。
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○議長（越峠 惠美子君） 以上で、日程第３、諸般の報告は終わります。

⋞ ⋞

日程第４ 議案第６号 から 日程第４４ 議案第４６号

○議長（越峠 惠美子君） 日程第４、議案第６号、江府町環境美化推進基金条例の制定について

から、日程第４４、議案第４６号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水道事

業特別会計補正予算（第４号）まで、以上４１議案を一括議題とします。

町長から、行財政方針並びに提案理由の説明を求めます。

○町長（竹内 敏朗君） 議長。

○議長（越峠 惠美子君） 竹内町長。

○町長（竹内 敏朗君） 平成２２年度予算案等を本議会に提出するにあたり、その概要と提案理

由並びに行財政方針の一端を申し上げ、本議会を通じまして町民皆さんに行政改革に対します深

いご理解と更なる積極的なまちづくりへのご参加をお願いいたします。時間を少し取らせていた

だければと思います。

わが国の経済の動向を見ますと、緩やかな景気回復の兆しは見られるものの、高い失業率や下

落傾向にある物価水準など依然として経済情勢は厳しい状況にあります。このような状況の中、

昨年発足した新政権では『コンクリートから人へ』の理念に立ち、平成２２年度の国の予算につ

きましては、税金の無駄遣いを徹底的に見直し、国民の暮らしの豊かさに力点を置いた経済⋞社

会への転換を図るため、特に子育て、雇用、環境、科学⋞技術に重点が置かれています。また、

景気回復を確実なものとするため、「明日の安心と成長のための緊急経済対策」に伴う平成２１

年度第２次補正予算と平成２２年度予算を一体として切れ目無く執行することとされています。

また一方、地方財政は個人所得の大幅な減少や企業収益の急激な悪化等により、地方税収入や

地方交付税の原資となる国税収入が引き続き落ち込み、財源不足は過去最大の規模に拡大するも

のと見込まれています。このため、「地方のことは地方で決める」地方主権改革の第一歩として、

地方が自由に使える財源であります地方交付税の総額を対前年比１兆７３３億円増額することで、

地方財政の財源確保が図られています。

こうした状況ではありますが、江府町の平成２２年度の予算編成におきましては、公債費はピ

ークが過ぎましたが、依然として高い水準にあり、厳しい財政状況を強いられております。先般

お示しいたしました財政推計に基づき、引き続き職員自らの削減を基本としながらも無駄を省き、

更なる行財政改革を行い、安全で安心して住民の皆様が暮らせるよう「小さくとも元気で明るい

輝きのあるまちづくり」にむけ更に一層の努力をお誓い申し上げる次第であります。
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本年度予算におきまして、歳入は、町税の減少を見込む一方、歳入の４割以上を占める地方交

付税につきましては、平成２２年度から「雇用対策⋞地域資源活用臨時特例費」が創設されるの

に加え、条件不利地や小規模自治体に重点的な加算が盛り込まれるため増額を見込んでおります。

歳出につきましては、公債費の償還のピークは過ぎましたが、財政健全化に向け、投資的事業

を必要最小限とし、継続事業及びソフト事業を中心に計上しております。総体的に厳しい予算編

成となりましたが、国⋞県等の有利な制度を極力利用しながら財源を確保し、住民サービスの向

上につとめて参ります。

本年度の主な事業といたしましては、住民の安全安心な暮らし実現のため、また少子化対策と

して「小中学生医療費助成事業」、事業費が約３６０万円でございますが、小中学生の医療費を

中学生まで無料化といたします。町内の生活圏環境の向上を目指し「環境美化支援事業」（事業

費約３００万円）、「子ども手当」（事業費約４，１５０万円）、「保育園園庭の芝生化」（事

業費１００万円）、職員の企画力、また政策力を向上するために住民の方、また対象の住民の方

々が喜んでいただける施策といたしまして「にこにこ事業」として、２５０万円の予算化をいた

したところでございます。また生活保護扶助及び児童扶養手当支給事務などの福祉業務について

は、県から事務移譲を受け、町が直接事務手続きなどを行えるよう福祉事務所を開設いたします。

新規の投資事業といたしましては、水路改修を行なう「新農業水利システム保全対策事業」

（事業費約１，０００万円）、高規格道路建設事業にともないます「町道洲河崎下安井線改良工

事」（事業費約１億円）などを計画しております。

雇用対策の取り組みといたしましては、二年目を迎えるふるさと雇用再生特別交付金事業及び

緊急雇用創出事業を継続し、事業費３，６６２万８，０００円を計上し、さらなる雇用環境の改

善を図って参ります。

なお、国の平成２１年度補正予算により、「地域活性化⋞きめ細やかな臨時交付金」６，０６

１万３，０００円を財源といたしまして洲河崎橋改修工事１，６５０万円、町道江尾杉谷美用原

線災害復旧工事１，０００万円、中学校体育館トイレ改修工事５７０万円、上下水道施設の改修、

修繕のための特別会計への繰出金３，０４０万円を行い、事業実施して参ります。

また、大型公共事業であります、地域情報通信基盤整備事業７億６，０００万円、光ケーブル

網の整備でございますが、平成２１年度に予算計上いたしておりますが、本格的な事業実施につ

きましては明許繰越事業により平成２２年度に実施いたして参ります。なお当事業は、国の経済

危機対策の一環として創設された、地域における公共投資を円滑に実施することができるよう、

地方公共団体の負担額等に応じて配分される「地域活性化⋞公共投資臨時交付金」（４億４，９
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００万円）及び「地域情報通信基盤整備交付金」の３分の１を主要財源として実施して参ります。

なお、補助金は２億５，０９１万円でございます。

平成２２年度一般会計歳入歳出総額３１億３，４００万円（前年対比１０５．９５％）であり

ます。

別途特別会計といたしまして１６会計歳入歳出予算１６億７，８８６万９，０００円、一般会

計と合わせますと４８億１，２８６万９，０００円となります。前年対比は１０１．８８％とな

ります。

平成２２年１月末現在の人口３，５５５人、世帯数１，１４１戸、単純計算いたしますと町民

一人当たり１３５万４，０００円、一世帯あたり４２１万８，０００円となっております。何卒、

本議会を通じまして町民皆さんの深いご理解とご協力を重ねてお願い申しあげます。以下費目ご

とにご説明いたしたいと存じます。

歳入につきまして、主たる項目のみ申し上げますので、細目につきましては予算書の係数等に

目を通していただきたいと存じます。

町税８億１，４０２万５，０００円、対前年対比９７．１５％でございます。この内、固定資

産税でございますが、７億８８万円を見込んでおります。昨年対比９７．０２％でございます。

内、中国電力分でございます、５億５，３７９万６，０００円。対前年比９４．８５％となって

おるところでございます。地方譲与税２，５７１万２，０００円。対前年９６．７２％でござい

ます。

地方消費税交付金２，７３０万円。対前年９１．３６％でございます。地方交付税１３億１，

０００万円を見込ませていただきました。対前年１０２．３４％でございます。分担金及び負担

金 ２，８３７万円。対前年９７．５１％。使用料及び手数料２，５３２万８，０００円。対前

年７９．０２％でございます。国庫支出金１億５，２６３万円。対前年２７０．９９％。県支出

金３億３６万８，０００円。１２９．９４％。寄付金１，０００万円純増でございます。繰入金

９，１３０万７，０００円。昨年対比６０．７８％でございます。町債２億４，７７０万円、１

５６．８７％。

歳入合計は、３１億３，４００万円。対前年１０５．９５％でございます。なお、町債につき

ましては、臨時財政対策債を１億８，５００万円見込んでおります。過疎債６，２７０万円を見

込んだところでございます。なお平成２２年４月より現在のところ、過疎団体として指定を受け

る状況でございます。また今後、事業展開におきましては、過疎団体指定になりますと財源の組

み替えとかそういうことも２２年度中に考えていきたいと思っております。
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歳出につきまして、議会費５，７５２万６，０００円、対前年９９．７２％。総務費４億７，

４５５万６，０００円、９６．４３％。民生費６億３４１万円、１１４．７１％。衛生費２億９，

２８７万円、１０７．４１％。労働費 ３，６６４万１，０００円、２１０．８６％。農林水産

業費 ３億７，３６６万６，０００円、１２１．８６％。商工費 １，８１５万５，０００円、

９６．６３％。土木費１億９，１４８万３，０００円。２００．８１％．消防費７，３５５万７，

０００円。１０２．１４％。教育費１億８，９１７万円。８７．７９％。公債費７億９，９８７

万７，０００円。９１．９３％。歳出合計３１億３，４００万円、１０５．９５％。以下主要事

業及び歳出予算の主たる項目につきまして説明をいたします。

総務管理費４億１，５５４万６，０００円。地方分権の推進、国の行財政改革などにより、非

常に厳しく深刻な状況ではありますが、本町におきましても、税収の減少、公債費の増大、扶助

費等義務的経費の増額により益々厳しい財政状況となっております。

本町の行財政改革においては、定員管理に基づく職員の削減、機構改革による事務事業の見直

しと、それに伴う適正な職員配置を行うと共に、人件費の削減に努め、職員自らが積極的な意識

改革を実践し、取り組んでいるところであります。

本年度におきましても、引き続き人件費の削減（職員５％、特別職１０％並びに１８％）に努

めるとともに、職員の適正配置を行い、住民皆様と共に取り組んで参りたいと存じます。そのた

めにも、行財政の透明化を図り、情報公開に努め、住民皆様との情報の共有化を推進いたして参

りたいと存じます。

特に本年度実施いたします光ケーブルの活用による情報提供を積極的に対応いたしてまいりま

す。４月以降に伴いまして、各集落への説明会を実施してまいるところでございます。

また、町有財産及び施設の管理といたしましては、平成１８年度から多くの施設を指定管理者

制度により管理運営を委託したところでありますが、いまだ指定管理者の選定に至っていない施

設もありますので、引き続き努力をいたしてまいります。また旧学校施設については、多目的交

流施設として条例を提案させていただいているところであります。

近年、悪質な訪問販売による被害が深刻化しており、架空請求や振り込め詐欺など多くの消費

者トラブルが発生いたしております。特に、高齢化の中において心配いたしておりますが、対応

策といたしまして、町民生活課に相談窓口を開設し、また、鳥取県消費者生活センター並びに黒

坂警察署と連携を深めて被害者の救済に努めて参ります。

情報関係につきましては、情報通信格差の是正につきましては、地上デジタル放送への対応と

いたしまして、日野町と共に要請しておりました日野中継局（古峠山）について、ＮＨＫと民放
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三局全てが本年９月に放送開始の予定となり、町内の多くの地域が放送エリアとなります。ただ、

地形条件等により受信できない地域もあり、その対応といたしまして、共聴施設の改修や高性能

アンテナの設置による大きな負担につきましては、国やＮＨＫとの支援制度の活用を併せて検討

し，町内全ての世帯で、一定負担で安心して視聴できるよう支援して参ります。

携帯電話につきましては、ほぼ全域がいずれかの事業者でカバーされておりますが、引き続き

通話品質改善を含め、事業者への要望を続けて参ります。

また、ブロードバンド整備につきましては、先程申し上げました２１年度事業（事業実施は２

２年度）による基盤整備により、首都圏並みの通信環境となり、防災⋞福祉⋞集落活動等の多く

が使用可能となって参ります。今後は、この基盤を活用したサービス提供が出来る仕組みづくり

が必要になってくるものと考えており、町民代表の地域情報検討委員会において引き続き検討い

たして参ります。また、事業実施に向けては住民説明会などにより周知徹底を図って参りたいと

考えております。

男女共同参画推進事業といたしましては、平成１６年度におきまして「江府町男女共同参画プ

ラン」を策定し推進いたしておりますが、このたび本議会に「江府町男女がともに輝くまちづく

り条例」を提案し、町民⋞企業⋞地域の団体が一体となって、男女共同参画社会の実現に向け取

り組むようにいたしております。

集落コミュニティの活性化事業につきましては、平成２１年度までに１６集落を助成いたして

おります。本年度は４集落へ助成を予定しております。

バス対策におきましては、町営バス導入から一年が経過し、小中学生の登下校をはじめ、町民

皆様の通院、買物等生活を支える重要な公共交通機関として、多くの方にご利用いただけるよう

引き続き「江府町地域公共交通会議」において協議し各種要望に応えて参りたいと考えておりま

す。なお、本年２月までの一年間の乗車は延６９，７４７人と報告を受けたところでございます。

１日当たり２１１人、運行日数が３３２日でございます。

また、体の不自由な方、バス路線区域外の方などが利用されるタクシーにつきましては、利用

者の減少傾向があり地域交通確保のため、引き続き支援を行います。

企業誘致につきましては、サントリー天然水奥大山ブナの森工場の増設の実現可能性評価を実

施し、本年度中には見込みを出せればと考えております。

また、笠良原地域周辺環境モニタリング委員会も引き続き実施し、環境監視体制を継続してま

いります。

新たな企業誘致につきましても、厳しい経済状況の中ですが努力をいたして参りたいと思いま
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す。

徴税費３，９９７万３，０００円。適正な課税事務と税徴収率１００％にむけ徴収に傾注いた

し、完納された納税組合に対し完納報償金を交付いたしてまいります。

戸籍住民基本台帳費４６８万３，０００円。本町の１月末の世帯数は１，１４１世帯で、昨年

１月と比較し一世帯増加し、人口は３，５５５人で６９人減少しており、平成２１年度中の出生

数１６人、死亡者５７人と、年間４１人の自然減少が続いている状況であります。

住民に身近で利用しやすい窓口サービスを行うため防災⋞情報センターと総合健康福祉センタ

ーにおける住民票等の窓口交付も２１年度は１月末で２０４件、また、週２回の窓口延長も３０

件のご利用をいただいております。より住民に身近な窓口業務を目指して参ります。

少子⋞高齢化の中、出生児全員の健やかな成長を願い出生祝金として、１人、１万円と「おむ

つ」の処理費を軽減するため、ごみ袋１人、２００枚配付いたしております。これについても予

算を計上いたしております。また併せて福祉対策の上で奥大山の水を贈ります、健やかスタート

アップ事業も併せて実施継続いたして参ります。

なお、新規事業といたしまして、４月１日から住民サービス向上のため、パスポートの申請、

交付の事務を江府町の窓口で実施いたします。

選挙費１，１６８万４，０００円。本年度は、参議院議員通常選挙及び年度末には県知事⋞県

議会議員選挙の告示も予定されており、より一層の選挙啓発に積極的に取り組んで行きます。こ

のため、「江府町明るい選挙推進協議会」の活動強化を図り、選挙違反のない「明るい選挙の推

進」に努めて参ります。

統計調査費２１４万６，０００円。本年度は、５年に１度、わが国の人口や世帯の実態を明ら

かにする最も基本的な統計調査であります国勢調査が本年１０月に実施されます。さらに、平成

２３年に調査する経済センサスの準備が行われる年であります。統計調査は、わが国の社会⋞経

済の総合的な計画づくりに必要であり、大切な基礎資料となります。また、個人情報の保護には

十分配慮し、万全を期してまいります。

次に民生費、社会福祉費４億１，０２３万５，０００円。少子化対策の一環として、現行の特

別医療費制度では就学前のお子さんまでを対象としておりますが、本年度から町独自に中学生ま

でを対象者に拡充し、保護者の医療費負担の軽減を図ってまいります。

また、高齢者対策として、住みなれた地域で長期間幸せに生活ができるよう、集落内で支えて

いくボランティア組織をモデル的に立ち上げていくと共に、高齢者が気軽に集い、楽しく過ごし

ていただくための場「ほっとサロン」を各集落の集会所において各種団体と連携し、実施してま
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いります。

さて、５年目を迎える介護老人保健施設あやめは、現在、概ね計画どおり順調な運営を行って

おります。なお、本年度は日野病院組合への指定管理期間が年度末をもって満了となるため、本

年度中に今後の方針を示す必要があり、議会をはじめ日野病院、老健あやめ、江尾診療所などの

関係機関と協議の上、今後の方向性を決定いたしてまいります。

児童福祉費１億５，９４２万８，０００円。社会情勢の変化に伴い少子化⋞核家族化が進み、

子どもたちを取り巻く生活環境も急速に変化するなど、社会的背景からも子育て状況において不

安を抱えている保護者もあります。

子供の国保育園では、低年齢保育が増加状況にあるとともに、保育サービスの要望も、多様化

傾向にあり、昨年度から一時保育を実施しており、より一層の保育サービスの充実を図ってまい

ります。

また、保育所保育指針の改正に伴い、養護と教育の機能の一体化が示され、子どもの発達過程

を理解し、保⋞小の連続発達を考慮した保育環境及び保育内容の充実を図ってまいります。

特別保育事業として、世代間交流では、和太鼓に取り組み地域との交流を図るとともに、育児

講座として子育て講演会の開催、障害児保育、子育て支援センター「じゃりんこくらぶ」におい

ては、毎週２回、未就園児を対象とし、園庭開放⋞子育て相談などを行うとともに、保育士⋞保

健師による訪問指導を充実させてまいります。

また、園庭芝生化を実施し、園児が伸び伸びと遊べる環境づくりを行なって参ります。また、

子ども手当てにつきましては、中学生以下１人当り、１万３，０００円を支給いたします。

生活保護費３，３７４万７，０００円。本年度は、福祉保健課内に福祉事務所を設置いたしま

す。昨年１０月から２名の職員が日野福祉保健局で研修を受け、準備を進めてまいりました。こ

の福祉事務所を設置することにより生活保護をはじめとする身近な福祉サービスを提供し、さら

に一層の住民福祉の向上に努めてまいります。

衛生関係、保健衛生費６，７８８万７，０００円。昨年まで、全国で猛威をふるった新型イン

フルエンザは町内においては重症化する方もなく、手洗い、うがいの励行の徹底をはじめ新型イ

ンフルエンザワクチン接種などの予防対策により未然に防止しております。しかし、新型インフ

ルエンザに関し、今だ不明な点もあり、本年度においてもさらに予防対策に努めてまいります。

さて、７５歳以上の高齢者の健診は、後期高齢者医療制度において医師の指示がある方のみが

心電図及び貧血の検査を行うことになっておりますが、高齢者の心臓病などの発生状況を踏まえ、

本町では本年度から７５歳以上の方、全員にこの検査を実施し、病気の早期発見に努めてまいり
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ます。

また、子育て支援の一貫として本年度も引き続き小児インフルエンザ予防接種の一部公費負担

を実施してまいります。また、先程申し上げました１歳未満のお子さんがおられる世帯を対象に

「奥大山の水」を進呈する「元気！健やかこうふ 育児スタートアップ事業」も継続して参りま

す。

清掃費につきましては、新規事業といたしまして本年度から５年間、集落内の環境美化と地域

の連携を深めることを目的に「環境美化」支援事業を実施いたします。なおこれの基金条例につ

きまして、提案をさせていただいておるところでございます。

労働費、失業対策費３，６６２万８，０００円。本年度新たに、町報縮刷版作成のための補助

員及び保育補助員の配置を計画いたし、雇用促進に努めて参ります。

農林水産業費、農業費３億３，７００万１，０００円。今年度から耕作放棄地を出さない仕組

みづくりを行う条件が追加され、取り組みやすくなっております。中山間地域等直接支払い制度

を本年も実施して参ります。新しい施策に基く制度が１０年間実施される予定になっております。

現在、参加している２４協定の一層の推進と、新たな地区の協定参加を見込み、総事業費１億

２４１万１，０００円（内町費２，５６０万円）でございます。以上を計上いたしております。

水田農業によっては、政権交代に伴うあらたな政策として、「個別所得保障制度モデル対策」

が実施されます。米戸別所得補償モデル事業でございます。また併せまして、「水田利活用自給

力向上事業」の二つの事業からなっているところであります。

今後、集落のあり方等を含めまして、地域を中心とした集落営農の構築と地域農業の振興のた

め、モデル地区（美用地区）の設定により集落営農の取組みを進めて参りたいと思います。

農業生産物の振興につきましては、昨年より新たにこんにゃくの産地強化を図るとともに、新

規作物導入推進を本年度も実施してまいります。

また、昨年、環境王国認定に伴い、特別栽培米の一層の推進を図ることに伴い、他の産物、加

工品等につきましても「環境王国奥大山ブランド」による付加価値販売並びに特産品の販路拡大

にも力を注いで参りたいと思います。

また、今年度より新たに始まる耕作放棄地解消対策事業を積極的に取り入れ、耕作放棄地解消

に努力をして参りたいと思います。

農業用灌漑整備については、一昨年より実施しております山腹水路の現状把握及びこの対策の

提言を行いながら、水路管理の省力化を図るための新農業水利システム保全対策事業の実施及び

新規事業採択へ向けての準備を行います。
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また、県営南大山地区農免農道につきましては、早期完了を目指して本年度も引き続き袋原か

ら柿原区間内の工事促進に努めます。なお、完了予定は、平成２４年度であります。

林業費３，６５９万円でございます。民有林９，２３８ヘクタールの内人工林は４，７３９ヘ

クタールでその内のほとんどが七齢級以下の森林であり、間伐、枝打ち等の保育管理を必要とし

ていますが、実施されていないのが現状であります。

こうしたなか、国及び県の補助事業を活用した間伐、搬出事業を試み、資源の循環利用と災害

に強い水土保全林、森林と人との共生林の整備を図っていきます。

このため、森林所有者等による計画的かつ一体的な森林施業が必要であり、平成１９年度から

５ヵ年間、国、県の財政支援を受けて「森林整備地域活動支援事業」の実施を図ることといたし

ておるところでございます。また、農産物被害対策といたしまして、イノシシ等有害鳥獣の駆除

を積極的に推進いたしております。

また併せまして、行政報告でも申し上げました現在、第６４回全国植樹祭誘致について積極的

に取り組んでいるところであります。

商工費、１，８１５万５，０００円。観光につきましては、地域の資源を大切に地域の皆さん

や各種団体、町外の諸団体との連携協力により、環境観光をキーワードとして地域の自然と歴史

文化の掘り起こしと地域資源のより一層の磨きをかける事業を図りたいと考えております。

土木費、道路橋梁費１億６，２６７万９，０００円。新設改良といたしまして、国道１８１号

線と町道洲河崎下安井線を結ぶため、日野川に橋梁を新設し、交通の安全確保と円滑化を図って

いきたいと思います。国⋞県道、砂防、治山につきましては、関係機関に要望を行って参りたい

と思います。

住宅費１２２万７，０００円。町営住宅につきましては、３０戸の維持管理に努めております

が、本年は、火災報知器を全住宅に設置を実施いたしたいと考えておるところでございます。

消防費７，３５５万７，０００円。なお、消防費の内、西部広域行政管理組合分負担金は６，

０８０万１，０００円となっております。

なお、今年５月末からは、今まで日野地区として発表されていました注意報、警報の区域が変

わり、町単位で発表される予定でございます。それに伴いより細やかな、対応が行なえると考え

ます。

また平成２１年度からの繰越事業になりますが、本年度、全国瞬時警報システムを導入し、防

災無線を自動起動し、緊急時に国からの情報が瞬時に伝達できる体制を確立して参りたいと思い

ます。
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高齢化の中ではありますが集落、各種団体を中心した自主防災組織と民生委員及び町が連携を

し、災害時における要援護者の支援体制を確立して、地域防災に力を注いで参りたいと考えます。

また、平成２３年６月から義務化となります家庭の火災報知器設置の啓発を進めて参ります。

教育費。教育の基本方針としましては、「人権を重んじ人を敬う町民」「自然や文化を愛する

知性豊かな町民」「家庭や家族を愛する人間味豊かな町民」の三点を江府町のめざす人間像とし、

あらゆる教育の場で育成を図って参ります。

学校教育では、児童生徒の「生きる力」を育むことをめざし、「知⋞徳⋞体」のバランスのと

れた教育の推進を図り、「やさしさ」と「たくましさ」を併せ持つ児童生徒の育成に努めます。

また、児童生徒が充実した学校生活を送ることができるよう教育環境の整備も行って参りたいと

考えております。

社会教育では、「明日へ生きる私を求めて」の生涯学習の基本テーマのもと、活力と生きがい

に満ちた美しいふるさとづくりを推進するため、郷土を愛し、郷土に誇りを持つ、健康で行動力

に富む人づくりを進めて参ります。

教育総務費４，７７２万７，０００円。本年も引き続き指導主事を配置し、教育課程上の諸問

題についての指導助言にもあたらせます。

継続になりますが、「教育相談室」や日野郡三町で、不登校児童生徒に対しまして、個別の学

習支援を行う「ひのがわ子ども教育支援センター」も設置いたします。また、学力向上支援事業

も実施いたします。

小学校費２，７４３万１，０００円。統合一年を総括し、児童が安心して学べる環境づくりに

より一層努めて参りますし、児童の安全対策にも万全を期して参りたいと思います。

なお、工事修繕としましてプールろ過装置修繕といたしまして、５３２万１，０００円の予算

化をいたしております。

中学校費 ２，０７６万６，０００円。生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を充実させ、学

力の向上を図って参ります。

また、引き続き、「外国人講師招致事業」を導入し、英語力の向上を図るとともに、国際理解

教育の充実、発展に寄与して参りたいと存じます。また、小学校の英語活動に対しましても、積

極的に関わらせて参ります。

社会教育費６，１６４万７，０００円。活力と生きがいに満ちた美しいふるさとづくりを推進

するために、住民の生涯学習への支援体制を整えていきます。

公民館におきましては、それぞれテーマを定め、講座を各種開催し、多くの町民の皆さんにご
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参加をいただいておるところでございまして、今後も継続して参りたいと思います。また、明徳

学園につきましても、より一層の充実を図って参りたいと考えております。

人権⋞同和教育におきましては、部落の完全解放とあらゆる差別の解消に向けて推進体制の充

実、指導者の育成など全力を傾注し、「人権文化」、「人権尊重」に満ちた町づくりを推進しま

す。

図書館でありますが、町民の教養、調査研究、レクリエーションなどに資するために必要な各

種資料を収集、整理、保存するという基本的な役割に加えて、町民が抱える日常生活上の課題解

決や地域課題等の解決に役立つ資料や情報を迅速かつ的確に提供できる施設として、図書館司書

を配置し、町民の学びを支えていくよう努めて参ります。

また、本年は国民読書年にあたり図書購入費を２割増額いたし、またイベント等も計画いたし

ておるところでございます。

放課後子ども教室につきましては、昨年度より学校の課業日の外、夏休みなどの長期休業日も

開催し、本年度も引続き安全な場の確保や交流⋞学びの場として子ども達の健全育成を図って参

ります。

保健体育費３，１５９万９，０００円。「誰でも、いつでも、どこでも、いつまでも」気軽に

スポーツに親しむことができるよう、生涯スポーツを推進して参ります。

学校給食では、江府町産特別栽培米を完全米飯給食に取り入れておりますが、これも継続して

やって参りたいと存じます。

続きまして、平成２２年度江府町特別会計予算でございます。

住宅新築資金等貸付事業特別会計１８３万円、対前年比７３．２％。

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算総額４億５６万６，０００円、対前年９７．９％でご

ざいます。

本町の国民健康保険の実情として、平成２２年１月末現在、被保険者数は７５０人であり、そ

のうち３６４名が前期高齢者の方で全体の４８．５パーセントを占めている状況にあり、医療給

付を受ける年代層が年々増加する傾向にあります。

また、国民健康保険の全国統一の医療費数値を見ますに、少しずつ一度下がっておりましたが

指数が上がっておりまして、この点について医療費適正化の基準が設けられると思いますが、医

療費の増加を踏まえ、病気の早期発見、早期治療を原則として、予防対策に重点を置きながら、

医療費の適正化にさらに努めてまいります。

国民健康保険特別会計（施設勘定）、予算総額２億６，８８９万５，０００円、対前年９１．
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５％でございます。

本町の国民健康保険江尾診療所におきましては、ご承知頂きますように通常の診療のほか、診

療所の特色でもあります糖尿病外来及び高血圧⋞心臓病外来をはじめ昨年度から開設した「もの

忘れ外来」などの専門外来を設置しており、保健、医療、福祉の連携のもと住民サービスに努め

ているところであります。

私自身も、毎月一回の医局会議において、毎月の診療所の状況をはじめ医師などの医療スタッ

フの意向を掌握し、医療の質の向上が図れるよう努力をしておるところでございます。

本年度は鳥取大学医学部に地域医療講座が開設され、一層の次世代医療従事者の育成が図られ

ることになり、本町においてもこの地域医療講座と連携を図りながら将来の医師の確保に努めて

まいります。

老人保健特別会計１２１万３，０００円。

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）４億４，３４８万１，０００円，１０２．０％。本年

度は第４期介護保険計画の２年目を迎え、概ね計画どおり介護サービスの提供が行われておりま

すが、傾向として施設入所が徐々に増加している状況にあります。このような傾向を踏まえ、地

域包括支援センターにおいてサービス提供いただく各事業所と連携、調整を図り、介護保険事業

などを積極的に取り組んでまいります。

ちょっと飛ばせて頂きまして、特定環境保全公共下水道事業特別会計６，０４７万１，０００

円、８９．４％でございます。下水道の整備につきましては、農業集落排水処理施設並びに林業

集落排水処理施設、特定環境保全公共下水道、合併処理浄化槽設置整備により、平成２１年４月

現在での整備率は、世帯数で９１⋞３％、人口で９１⋞０％となっているのが現状でございます。

お蔭様で整備率は９０％を越える状況となって参りました。

平成２１年度から工事着手した美用地区におきましては、２３年度完了を目途に事業を進めて

いきます。杉谷地区は、事業化のための計画概要書の作成を行ってまいります。

以上、行財政方針を述べさせていただきました。

ここに平成２２年度一般会計並びに特別会計予算を提案し、関係条例の制定及び一部改正をは

じめ平成２１年度各会計補正予算等４１議案の提案につきましては、各課長の説明をもって提案

とさせていただきます。

○議長（越峠 惠美子君） 町長の行財政方針説明が終わりました。ここで、５分間の休憩をいた

します。再開は、１１時１５分からです。

午前１１時１０分休憩
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午前１１時１５分再開

○議長（越峠 惠美子君） 再開をいたします。

日程に従い、議案第６号から議案第１７号までと、議案第３５号から議案第４６号までは、順

次、所管課長より、議案の詳細説明を求めますが、議案第１８号から議案第３４号については、

後日、予算特別委員会構成のもとに、当委員会に付託審査の予定になっておりますので、詳細説

明は省略します。よって、議案第６号から議案第１７号までと、議案第３５号から議案第４６号

について所管課長の説明を求めます。

企画政策課長、徳岡利樹君。

○企画政策課長（徳岡 利樹君） 議案第６号、江府町環境美化推進基金条例の制定について、ご

説明申し上げます。おはぐり頂きたいと思います。この条例につきましては、８条までといたし

ております。主だったものにつきまして、ご説明させて頂きます。先ず第１条の目的といたしま

して、この条例は、サントリー天然水株式会社からの寄付金を財源とし、環境美化事業を推進す

ることにより、奥大山江府町のイメージアップを図るため江府町環境美化推進基金の設置及び管

理に関する事項について定めることを目的としております。

第３条の積み立てでございます。基金として積み立てる額は、サントリー天然水株式会社から

の寄付金で、当該年度の一般会計歳入歳出予算に定める額とすることにいたしております。それ

から、第６条の処分でございますが、この基金は地域における美化推進活動の促進及び生活環境

の形成等を図るための事業に要する経費に充てる場合に限り、別に定める要綱に従い、その全部

又は一部を処分することができるということにいたしております。

第８条でございますが、この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、町長

が別に定める。附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するということにいたして

おります。

ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（越峠 惠美子君） 教育振興課長。山川浩市君。

○教育振興課長（山川 浩市君） 議案第７号、江府町男女がともに輝くまちづくり条例の制定に

ついてご説明申し上げます。１枚おはぐり下さい。この条例は、条文といたしまして２４条で構

成されておりますが、抽出しながら説明させて頂きたいと思います。

先ず前文でございますが、固定的な役割分担意識や社会慣行に多くの課題が残されている現状、

さらに社会情勢の変化の中で男女が性別の概念にとらわれず、あらゆる分野で対等に参画出来る
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社会の実現が重要であり、男女の対等なパートナーシップによる真に心豊かで活力のある町の創

造を目指す条例を制定すると前文に設けております。

第１条でございます。目的を規定いたしております。基本理念及び実現すべき姿を定め、町並

びに町民等の責務を明らかにするとともに、町が実施する施策の基本的事項を定めることによっ

て男女共同参画社会の実現を図る目的でございます。おはぐり頂きまして、目的にありました事

項、第３条７項目の基本理念として、また第４条に家庭、職場、農業分野、地域、学校、暮らし

の中と６項目に分類いたしました実現すべき姿を規定いたしております。

おはぐり頂きまして、第５条に町の責務を、また第６条及び第７条に町民並びに事業者の責務

を規定いたしております。基本的施策として、第９条で基本計画の策定を規定いたしております。

１枚おはぐり頂きまして、真ん中やや下側に江府町男女共同参画審議会を規定いたしております。

第１６条の設置につきましては、江府町男女共同参画プランの策定その他男女共同参画に関する

重要事項を調査審議するために設置いたすものでございます。第１７条には、組織等といたしま

して審議会委員を１５人以内の委員で組織し、男女いずれか一方の委員の数を規定いたしており

ます。

おはぐり頂きまして、第２１条にこの条例の施行に関し必要な事項は、町長が別に定める。附

則、この条例は、平成２２年４月１日から施行するものでございます。

以上、ご審議の上ご承認賜りますよう宜しくお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） 総務課長、影山久志君。

○総務課長（影山 久志君） 議案第８号、江府町多目的交流施設の設置及び管理に関する条例の

制定について、ご説明させて頂きます。１枚おはぐり頂きたいと思います。この条例は、１条か

ら６条までで構成されております。第１条におきましては、地方自治法に基づいた必要な事項を

定めることを目的としたものでございます。第２条におきまして、これらの施設の設置目的とい

たしまして、地域振興や住民の福祉向上を図る拠点施設として、まちづくりの推進を図るため設

置することを定めたものでございます。第３条の名称及び位置でございますが、これにつきまし

ては１枚おはぐり頂きました所に、別表といたしまして旧小学校本校及び分校７校につきまして、

名称、位置を定めたものでございます。第４条におきましては、これらの施設を指定管理者に管

理させることができることを定めたものでございます。また第５条におきまして、これらの施設

で行う事業を６項目に掲げたものでございます。第６条におきましては、委任といたしましてこ

の条例に定めるもののほか、必要な事項は町長が別に定めるとしたものでございます。この条例

の施行につきまして、附則によりまして平成２２年４月１日から施行するとしたものでございま
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す。

議案第９号、江府町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正につい

て、ご説明いたします。１枚おはぐり頂きたいと思います。この一部改正条例でございますが、

財政健全化のため、現在特別職の職員で常勤のものの旅費の種類のうち、日当におきまして支給

しておりませんが、引き続き今年の４月１日から１年間実施するものでございます。附則といた

しまして、この条例の施行期日を平成２２年４月１日と定めさせて頂くものでございます。

おはぐり頂きたいと思います。議案第１０号、江府町特別職等の給与の特例に関する条例の一

部改正についてでございます。これについて説明させて頂きます。１枚おはぐり頂きたいと思い

ます。一部改正条例の内容でございますが、現在町長、副町長の給与の額を特例措置といたしま

して、町長につきましては２０パーセント、副町長につきましては１２パーセント、教育長につ

きましても１２パーセントの給与カットを行っておりますが、これを今年４月１日から、町長に

つきましては１８パーセント、副町長につきましては１０パーセント、教育長につきましても１

０パーセントのカットを引き続き行うものであります。附則といたしまして、この条例の施行期

日を平成２２年４月１日から施行すると定めるものでございます。１枚おはぐり頂きたいと思い

ます。

議案第１１号、江府町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について、ご説明いたします。１枚おはぐり頂きたいと思います。一部改正条例の中身でござ

いますが、議案第７号でご説明いたしました江府町男女がともに輝くまちづくり条例の制定につ

いての中に、その新設条例の中に江府町男女共同参画審議会を設けるようになっております。そ

のためこの会長並びに同委員の日額報酬額をそれぞれ日額３，５００円、委員につきましては、

３，０００円とするものでございます。附則といたしまして、この条例の施行期日を平成２２年

４月１日から施行すると定めるものでございます。

１枚おはぐり頂きたいと思います。議案第１２号、江府町職員の給与の特例に関する条例の一

部改正について、説明させて頂きます。１枚おはぐり頂きたいと思います。一部改正条例の内容

でございますが、現在職員におきましても財政健全化のため、給与カットを行っておりますが、

平成２１年度におきまして７％カット行っておるものを、今年の４月１日から１年間５％カット

とするものでございます。また、期末手当て等におきましては現在１，２級を除いて７％のカッ

トを行っておりますが、今年の４月１日からはこの給与１２月勤勉手当のカットを行わないもの

とするものでございます。附則といたしまして、この条例の施行期日を平成２２年４月１日から

施行するものといたすものでございます。１枚おはぐり頂きたいと思います。
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議案第１３号、江府町職員等の旅費に関する条例の一部改正について、ご説明させて頂きます。

一部改正条例の内容でございますが、現在職員の旅費のうち日当につきまして支給しておりま

せんが、これを引き続き平成２２年度におきましても、支給しないものとするものでございます。

附則といたしまして、この条例の施行期日を平成２２年４月１日とするものでございます。１

枚おはぐり頂きたいと思います。

議案第１４号、江府町職員の給与に関する条例の一部改正について、ご説明させて頂きます。

１枚おはぐり頂きたいと思います。一部改正条例の内容でございますが、昨年の人事院勧告お

よび労働基準法の改正によりまして職員が一月当たり６０時間を越えて勤務した場合、時間外務

手当の支給割合が変更になったことによる改正でございます。これによりまして、職員が６０時

間を越えた全時間に対しまして時間外勤務手当てとして１時間当たりの給与額に１００分の５０

を乗じて支給するものでありますし、また時間外勤務した時間が午後１０時から午前５時の場合

は１００分の１７５を乗じて得た額を支給するものでございます。また６０時間を越えた時間外

勤務時間を代休として指定することが出来るようになりまして、これに対する時間外勤務手当て

の支給割合を定めたものでございます。この条例の施行期日につきまして、附則として平成２２

年４月１日からというものでございます。１枚おはぐり頂きたいと思います。

議案第１５号、江府町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について、ご説明させ

て頂きます。１枚おはぐり頂きたいと思います。一部改正条例の内容でございますが、これも先

程の給与条例の一部改正と同じように、昨年の人事院勧告並びに労働基準法の改正に伴いまして

改正するものでございます。正規の勤務時間を超えまして勤務した時間が１箇月当たりにつきま

して６０時間以上ある場合は、６０時間を超えた時間を時間外勤務手当の一部の支給に代わる措

置の対象となるべき時間、これを時間外勤務代休時間と規定いたしまして、その全部または一部

を勤務を要しないこととすることが出来るよう、規定するものでございます。

また、休日に勤務した場合は、代休日を指定できるようになっておりますが、職員が休日に勤

務する場合、代休日として出来る勤務から時間外勤務代休時間を除くために改正するものであり

ます。これにつきましても、附則といたしまして、施行期日を平成２２年４月１日とするもので

ございます。

続きまして、議案第１６号、江府町職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の

一部改正について、ご説明させて頂きます。１枚おはぐり頂きたいと思います。一部改正条例の

内容でございますが、人事院勧告に基づきまして地方公務員法の一部が改正されたことにより、

改正するものでございます。職員団体のための職員の行為の制限の特例といたしまして、職員が
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給与を受けながら職員団体のためその業務を行い、又は活動することができる場合、先程説明い

たしました時間外勤務代休時間を新たに追加するものであります。附則といたしまして、施行期

日を平成２２年４月１日と定めるものでございます。１枚おはぐり頂きたいと思います。

議案第１７号、江府町多目的交流施設に係る指定管理者の指定について、ご説明させて頂きま

す。

１枚おはぐり頂きたいと思います。先程、江府町多目的交流施設の設置及び管理に関する条例

を提案させていただいておりました。これに基づきまして、旧下蚊屋分校を指定管理者に委託す

るために提案させて頂くものでございます。

施設の名称といたしましては、旧下蚊屋分校。施設の所在地、江府町大字下蚊屋１３４番地。

指定管理者となる団体の名称、下蚊屋区長、梅田努様でございます。指定期間といたしましては、

平成２２年４月１日から５年間とするものでございます。以上、ご審議、ご承認を賜りますよう

よろしくお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） 企画政策課長、徳岡利樹君。

○企画政策課長（徳岡 利樹君） 議案第３５号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正

予算（第８号）についてご説明申し上げます。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ２，６２９万６，０００円を減額いたし、歳入

支出予算の総額を歳入歳出それぞれ４１億４，７７９万２，０００円といたすものでございます。

おはぐり頂きたいと思います。

先ず最初に、歳入の主なものについてご説明申し上げます。款の５、町税でございます。５の

町民税補正額５１０万円。１０の固定資産税、６００万円の増額。２０のたばこ税１００万円の

増額。これにつきましては、それぞれの税の収入見込みにより増額いたすものでございます。補

正後の計を８億５，００２万１，０００円といたすものでございます。

飛びまして５０番の地方交付税でございます。これにつきましては、補正額が１，０３９万８，

０００円の増額でございますが、特別地方交付税でございまして収入見込みにより増額補正をい

たすものでございます。補正後の額を１３億６，２９５万１，０００円といたすものでございま

す。おはぐり頂きたいと思います。７０の国庫支出金でございます。５番の国庫負担金でござい

ますが、２８８万２，０００円の減額でございます。この主なものといたしましては、障害者の

自立支援のための負担金等の減額によるものでございます。それから１５の国庫委託金でござい

ますが、３２２万４，０００円の増額の補正でございますが、これにつきましては、子ども手当

ての創設に伴いますシステム導入のための委託金でございます。
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続きまして、７５の県支出金でございます。１０番の県補助金２，５９２万７，０００円の減

額でございますが、この主だったものといたしましては、国民健康保険の関係の基盤安定補助金

あるいは緊急雇用対策の交付金等の実績見込みによります減額、そのほかに町行造林等の事業等

実績見込みによりまして減額をいたすものでございます。

続きまして９０番の繰入金でございます。１０の基金繰入金。補正額が２，５５４万１，００

０円の減額でございますけども、この主なものといたしましては、県資金の繰り上げ償還のため

の財政調整基金から繰入金の減額をいたすものとそれから環境美化の推進基金への積み立てのた

めの繰入金でございます。繰入金の額を補正後１億１，０３３万５，０００円といたすものでご

ざいます。

１０５の町債でございますが、１，１１０万円の増額の補正でございます。これにつきまして

は、県営の南大山農道整備事業の増工に伴いまして、負担金が増額になるための補正でございま

す。補正後の額を２億２，７７０万円といたすものでございます。

続きまして３ページ、歳出のほうでございます。歳出の主だったものでございます。先ず１０

番の総務費でございます。５番の総務管理費。１，９７２万８，０００円の減額でございますが、

これにつきましては主なものといたしまして宝くじの助成によります、バスの購入のための入札

減によるもの、それから山村開発センター等の改修等の入札減、また久連橋等舗装工事等の入札

によります補正でございます。補正額は、１３億８，４０２万６，０００円でございます。

１５の民生費。５の社会福祉費でございます。補正額が５９３万３，０００円の減額でござい

ます。これにつきましては、主なものといたしまして国民健康保険特別会計への繰出金の減、そ

のほかに特別医療の助成また介護保険でありますとか、後期高齢者の療養給付金などの実績の見

込みによりまして減額をいたすものであります。補正額を４億１，４５４万１，０００円といた

すものであります。

続きまして衛生費でございます。５番の保健衛生費。補正額が８１４万６，０００円。その主

なものといたしましては、日野病院に関します特別交付税分の増額の補正でございます。補正後

の額を７，１３１万１，０００円といたすものでございます。

それと３０番の農林水産業費、１０番の林業費。補正額が７６０万円の減額でございます。こ

の主なものといたしましては町行造林等の事業費、あるいは造林の補助金など実績見込みにより

減額いたすものでございまして補正後の額を２，０８８万６，０００円といたすものでございま

す。

５０番の教育費。おはぐり頂きたいと思います。それぞれ教育総務費、小学校費、中学校費、
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社会教育費、保健体育費等減額の補正をいたしております。どの費目につきましても実績見込み

等、精査をして減額いたすものでございます。

それから６５番の諸支出金でございます。１０、基金費。５００万円の増額補正でございます。

これにつきましては、環境美化推進基金の積立てのための増額であります。補正後の額は、５，

８８０万８，０００円といたすものでございます。

最後に予備費といたしまして、７６７万１，０００円の補正をいたしまして１，２２４万５，

０００円といたすものでございます。

続きまして５ページをご覧頂きたいと思います。繰越明許費でございます。これにつきまして

は、国の補正予算の関係で、経済危機対策臨時交付金及びきめ細やかな臨時交付金を財源として

実施をいたす事業１２事業ございます。それとあと地域情報通信基盤整備事業、また子ども手当

支給に伴いますシステム導入など１７事業につきまして繰越をいたしまして２２年度に事業実施

いたすものでございます。おはぐり頂きたいと思います。６ページでございます。債務負担行為

の補正につきまして、ご説明いたしたいと思います。先ず、農業経営基盤強化資金につきまして、

新規の申し込みがございまして、この資金の利子補助金を規定によりまして利子の２分の１を町

が負担するものでありまして上段の現在債務負担行為額を廃止いたしまして、下段にあります、

今回の借入れ分を含めまして限度額を１，５９４万６，０００円といたすものでございます。ま

た、町営バスの運行委託業務につきましては、今までワゴン車で対応しておりましたものを、宝

くじの助成によりまして購入いたしました新型のバスに変更いたしましたことによりまして、維

持管理費等が増額になり下段の見込みにありますように限度額を２億５，３２６万５，０００円

といたすものでございます。

続きまして７ページでございます。地方債の補正につきまして、ご説明させて頂きます。先ず、

左側の補正前の限度額計、一番下でございますが、２億１，６６０万円を今回一般公共事業のう

ち、県営農道の南大山農道整備事業の増に伴いまして負担金が増額になることによりまして、一

般の公共事業債を２，８５０万円といたすものでございます。また、辺地対策事業につきまして

は、水工場のフォークリフト及び印字プリンターの購入費が入札の減によりましてこの辺地対策

事業債を５０万円減額し、補正後の限度額を２９０万円といたすものでございまして、最終的に

補正後の限度額の計を右側の一番下にございます２億２，７７０万円といたすものでございます。

８ページ以降に事項別明細書を添付いたしておりますので、ご審議の上、ご承認賜りますよう

よろしくお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） 町民生活課長、西田哲君。
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○町民生活課長（西田 哲君） 議案第３６号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町住宅新築資金

等貸付事業特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ３万１，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２４９万２，０００円といたすものであります。１枚おはぐり頂きたいと

思います。歳入の繰越金でありますけど、補正額を１１万６，０００円増額し、９１万８，００

０円といたすものであります。諸収入貸付金元利収入を１４万７，０００円減額し、１５５万１，

０００円といたすものであります。

１枚おはぐり頂きたいと思います。歳出の予備費ですが３万１，０００円を減額し、予備費を

１，０００円といたすものであります。

以下、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きましてご審議、ご承認頂きますよ

うよろしくお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） 福祉保健課長、本高善久君。

○福祉保健課長（本高 善久君） はい。議案第３７号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町国民健

康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）についてご説明いたします。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ４，７７０万７，０００円を減額いたしまして、

予算総額をそれぞれ４億１，７６１万３，０００円といたすものであります。１枚おはぐり頂き

まして、歳入におきます主な補正でございます。５番の国民健康保険税。４６９万２，０００円

を減額いたしまして、補正額を５，２１０万５，０００円といたすものでございます。これは、

当初の被保険者の数が減少いたしたために減額いたしたものでございます。１５番の共同事業交

付金でございます。４，１７１万８，０００円を減額いたしまして、２，２２３万７，０００円

といたすものでございます。これは、国におきまして前期高齢者の財政調整にミスがございまし

て減額となったものでございまして、その減額分につきましてはここにはございませんが、前期

高齢者交付金の中に勘案されるというものでございます。一番下にありますが、９０－番の繰入

金、５番、一般会計繰入金でございます。８３３万２，０００円を減額いたしまして、１，１６

６万８，０００円といたすものでございます。これは、低所得者の皆様に保険料の軽減を図るも

のが確定いたしましたので、一般会計から繰り入れするものを当初より減額いたしたものでござ

います。

１枚おはぐり頂きまして、歳出におきます主な補正の内容でございます。１０番の保険給付費

でございます。２，６２８万円減額いたしまして、２億７，８８４万９，０００円といたすもの

でございます。これは当初見込んでおりました保険金が決算見込みによりまして、減額いたした
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ものでございます。

２０番の共同事業拠出金、５番、共同事業拠出金１，２７７万１，０００円を減額いたしまし

て、３，３４６万３，０００円といたすものでございます。これは対象となりますレセプトが減

少したために、医療費の実績依存と被保険者数の減少によりまして、減額いたすものでございま

す。

２５番の保健事業費、５番の保険事業費１４４万円を減額いたしまして、４４６万２，０００

円といたすものでございます。これは、特定検診事業等が完了いたしたために減額いたすもので

ございます。次ページ以降、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第３８号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町国民健康保険特別会計（施設勘

定）補正予算（第４号）について、ご説明いたします。

本案は、既定の予算総額内での組み替えをいたすものであります。予算総額２億９，６５１万

６，０００円でございます。歳入の方は、変わりございません。もう１ページはぐっていただき

まして、２ページをご覧頂きたいと思います。歳出におきましての主な補正の内容でございます。

５番の総務費。５番の施設管理費。１４４万４，０００円を減額いたしまして、１億５，８２

０万５，０００円といたすものでございます。これは、新型インフル等におきまして予防接種の

業務等が増加いたしたために、医師等の医療従事者が学会等への参加が出来ませんで、旅費等減

額いたしたものでございます。

１０番の医業費でございまして、５番、医業費。３１１万円減額いたしまして、５，９２２万

４，０００円といたすものでございます。これは、決算見込みによりまして当初計画いたしてお

りました医業材料が不要となったために減額いたすものでございます。次ページ以降、事項別明

細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きたいと思います。よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第３９号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町老人保健特別会計補正予算（第

２号）についてご説明いたします。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ１，４９４万８，０００円を減額し、予算総額

歳入歳出それぞれ２，０４９万３，０００円といたすものであります。

１枚おはぐり頂きまして、歳入におきます主な補正でございます。１０番の支払基金交付金か

ら県支出金の補正額をご覧いただきますと、すべてさんかくになっております。これは本年度現

時点におきまして、平成１９年度までの老人保健に関わります医療費の支払いの見込みが全くご

ざいませんので、本年度、国等の指示によりまして支払い基金また国⋞県からの交付金がないと
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いうことになりましたためにすべて０円といたしておるところでございます。１枚おはぐり頂き

まして、歳出におきましての主な補正の内容でございますが、５番の医療諸費、５番の医療諸費

でございます。

１，５００万９，０００円を減額して、１００万１，０００円といたしております。先程申し

上げましたけど、現時点で医療費がございませんが、今後３月末までに医療費諸費等が見込まれ

ることが考えられますので、１００万１，０００円といたしておりまして、あとのものは減額い

たしておるところでございます。

次ページ以降、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きたいと思います。よろし

くお願いいたします。

続きまして、議案第４０号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町介護保険事業特別会計（保険事

業勘定）補正予算（第４号）について、ご説明いたします。

本案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ３３２万１，０００円を減額いたしまして、予

算総額歳入歳出それぞれ４億５，０５２万９，０００円といたすものであります。

１枚おはぐり頂きまして、歳入におきます主な補正でございます。１０番の支払基金交付金、

５番、支払基金交付金でございます。５３７万８，０００円を減額いたしまして、１億２，３１

９万６，０００円といたすものでございます。当初計画いたしておりました保険給付が減額とな

っておりまして、減額の見込みであります、財源であります社会基金交付金も減額といたしてお

るものでございます。

続きまして、１枚おはぐり頂きまして、歳出におきます主な内容でございます。１０番の保険

給付費、５番、介護保険サービス等諸費でございます。１３９万６，０００円を増額いたしまし

て、３億７，５８９万３，０００円といたすものでございます。これは、現時点におきまして施

設入所者が増加傾向にありまして、今後の見込みにより増額をいたしておるところでございます。

３０番の高額医療合算介護サービス等費でございます。補正額を１５０万円増額いたし、２７０

万円といたしております。これは、高額合算制度によりまして介護に該当する方の増加が見込ま

れますので、増額をいたすものであります。２０番の地域支援事業費、５番の介護予防事業費で

ございます。１８１万５，０００円を減額いたしまして、２７７万５，０００円といたすもので

ございます。介護予防保険事業等、概ね修了いたしましたので減額いたすものでございます。次

ページ以降、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きたいと思います。よろしくお

願いいたします。

続きまして、議案第４１号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町後期高齢者医療特別会計補正予
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算（第２号）について、ご説明いたします。

本案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ９５万２，０００円を増額し、予算総額を歳入歳

出それぞれ４，５６５万４，０００円といたすものであります。

１枚おはぐり頂きまして、補正いたします主な内容は、歳入におきまして、５番の保険料、５

番の後期高齢者医療保険料でございます。１６１万４，０００円を増額いたしまして２，９４８

万３，０００円といたすものでございます。これは、後期高齢者の対象者が当初より増加いたし

たために、増額いたしたものでございます。

９０番の繰入金、５番の一般会計繰入金でございます。６６万２，０００円を減額いたしまし

て、１，５９７万３，０００円といたすものでございますが、低所得者の方への保険料の減免分

の対象者が減りましたので当初の見込みより減額いたすものでございます。

１枚おはぐり頂きまして、歳出によります補正の主な内容でございます。１０番の後期高齢者

医療広域連合納付金でございます。１１９万６，０００円を補正増額いたしまして４，４３４万

８，０００円といたすものでございます。これは、先程の保険料の増額に伴いまして納付金を増

額しまして後期高齢の事務局のほうに納付するものでございます。このために増額いたしたもの

でございます。次ページ以降、事項別明細書を添付いたしておりますので、ご覧頂きたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） 農林産業課長、大田敏朗君。

○農林産業課長（大田 敏朗君） 議案第４２号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町索道事業特別

会計補正予算（第４号）について、ご説明いたします。

本案は、既設の予算総額内での組み替えでございます。２ページをご覧下さい。

補正いたします主な内容は、歳出におきまして索道管理費２２７万９，０００円を増額し、予

備費を同額２２７万９，０００円の減額を行うものでございます。

続きまして、４ページをご覧いただけたらと思います。索道管理費、報償費１０万円の増額。

需用費、消耗品費で７０万円の増額。これは売店品物購入費の金額でございます。役務費２万８，

０００円の減額。これは、手数料としましてクリーニング代と同じく保険料の１３万８，０００

円の減額をするということで、２万８，０００円の減額となります。負担金補助及び交付金とい

うことで、１５０万７，０００円の増額をしまして、地域振興株式会社のリフトの原価焼却費部

分１０５万７，０００円、それと農業公社負担金として４５万円、職員派遣の負担金でございま

す。ご審議の上、ご承認賜りますようお願いいたします。

○議長（越峠 惠美子君） 建設課長、太田厚君。

－３０－



○建設課長（太田 厚君） 議案第４３号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町簡易水道事業特別会

計補正予算（第５号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，２９６万６，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，３４７万５，０００円とするものです。お

はぐりいただきまして第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入につきまして、

款５水道料 項５給水料ですが、冷夏と小学校のプール減少等により３１８万９，０００円を減

額補正いたすものです。

款６５使用料及び手数料、項１０手数料は、給水装置工事事業者指定手数料を実績により３万

６，０００円増額補正いたすものでございます。

款９０繰入金、項５繰入金は、一般会計繰入金を３８５万５，０００円を減額補正いたすもの

でございます。

款１００諸収入、項５雑入は、農業集落排水工事に伴う排水管移転補償費１９３万１，０００

円の減、消費税還付金９１万９，０００円の増等により９５万８，０００円を減額補正いたすも

のです。

款１０５町債、項５町債は、柿原水源改良事業の財源であります簡易水道事業債を５００万円

減額補正いたすものです。

歳出につきまして、款５総務費、項５総務管理費ですが、一般管理費の光熱水費等需用費の減、

水質検査委託料の減、施設管理委託料の減、消費税納付金の減により５７１万６，０００円を減

額補正するものです。

款１０水道事業費、項５水道施設整備費ですが、美用地区農業集落排水工事に伴う排水管移転

補償工事費２２５万円の減、柿原水源改良工事の入札減等による５００万円の減により、７２５

万円を減額補正するものです。

款１５、項５公債費ですが、財源を組替いたすものです。

第２表繰越明許費ですが、款１０水道事業費、項５水道施設整備費におきまして、平成２１年

１２月に工事着手した柿原水源改良工事費４，３３０万円、２月にきめ細やかな交付金事業とし

て補正いたしました中央監視装置設置事業費２，２９０万円を全額２２年度に繰越するものでご

ざいます。

第３表地方債の補正ですが、簡易水道事業債の限度額を４，８２０万円から４，３２０万円に

減額、利率は５．０％以内ですが、ただし書きを加えるものです。

以下事項別明細書を添付いたしております。ご審議の上、ご承認いただきますようお願いしま
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す。

続きまして、議案第４４号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町農業集落排水事業特別会計補正

予算（第６号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、９万８，０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億４，１８２万５，０００円といたすものでございます。

おはぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入につきま

して、款６０分担金及び負担金、項５分担金ですが、過年度分分担金１名分が納入されたことに

より８万９，０００円増額いたすものです。

款６５使用料及び手数料、項５使用料ですが、過年度分使用料について１５万７，０００円増

額いたすものです。

款９０、項５繰入金ですが、２９９万９，０００円を減額いたすものです。

款１００諸収入、項１０雑入ですが、２７５万５，０００円を増額補正するもので、内容は消

費税還付金１７７万６，０００円、建物災害共済金９７万９，０００円でございます。

款１０５、項５町債ですが、下水道事業債１０万円を減額補正いたすものです。

歳出につきましては、款５総務費、項５総務管理費ですが、処理施設管理委託料、汚泥引抜手

数料の減により５５万７，０００円を減額補正いたすものです。

款１０農業集落排水事業費、項５農業集落排水施設整備費ですが、美用地区農業集落排水事業

費を４５万９，０００円増額補正いたすものです。

款１５、項５公債費は、財源の組替をいたすものでございます。

第２表 繰越明許費ですが、款５総務費、項５総務管理費におきまして、２月にきめ細やかな

交付金事業として補正いたしました貝田処理場修繕工事等農業集落排水施設修繕事業費３５４万

２，０００円を全額２２年度に繰越いたします。

又、款１０農業集落排水事業、項５農業集落排水施設整備費におきまして、美用地区農業集落

排水事業の処理施設及び管路工２工区について、１，８２１万円を２２年度に繰越すものであり

ます。

第３表地方債補正ですが、下水道事業債の限度額６，７９０万円を６，７８０万円に補正いた

すものであります。

以下事項別明細書を添付いたしております。ご審議の上、ご承認いただきますようお願いしま

す。

続きまして、議案第４５号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町林業集落排水事業特別会計補正
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予算（第２号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算６０１万７，０００円内で組替をいたすものでございます。おは

ぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたす主な内容は歳入につきまして

は、補正はありません。

歳出につきまして、款５総務費、項５総務管理費におきまして、修繕料の増額等により３６万

１，０００円を増額いたすものです。

款９０、項９０予備費は、３６万１，０００円を減額補正するものです。以下事項別明細書を

添付いたしております。ご審議の上、ご承認いただきますようお願いします。

続きまして、議案第４６号、平成２１年度鳥取県日野郡江府町特定環境保全公共下水事業特別

会計補正予算（第４号）につきまして、ご説明申し上げます。

本案は、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、７９万１，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，７１１万７，０００円といたすものでございます。お

はぐりいただきまして、第１表歳入歳出予算補正ですが、補正いたします主な内容は、歳入につ

きましては、款６５使用料及び手数料、項５使用料ですが、過年度分使用料について１０万円増

額補正いたすものです。

款９０、項５繰入金ですが、一般会計からの繰入を８９万１，０００円減額補正するものでご

ざいます。

歳出につきましては、款５総務費、項５総務管理費につきまして、光熱水費、汚泥引抜手数料

等７９万１，０００円を減額補正いたすものでございます。

第２表繰越明許費ですが、款５総務費、項５総務管理費におきまして、２月にきめ細やかな交

付金事業として補正いたしました佐川処理場修繕工事費３９７万円を全額２２年度に繰越するも

のでございます。

以下事項別明細書を添付いたしております。ご審議の上、ご承認いただきますようお願いしま

す。

○議長（越峠 惠美子君） 以上、提案理由説明が終わりました。

⋞ ⋞

日程第４５ 予算特別委員会の設置について

○議長（越峠 惠美子君） 日程第４５、予算特別委員会の設置について。

おはかりいたします。議長発議として、新年度予算議案の件は、特別委員会を設置し、審査を

行いたいが、これの設置について、ご異議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（越峠 惠美子君） ご異議なしと認めます。よって予算審議は、特別委員会を設置して審

査することに決しました。

おはかりいたします。議長発議として、各特別委員会の名称並びに委員の構成は、江府町議会

委員会条例第５条の規定により、一般会計予算特別委員会とし５名、特別会計予算特別委員会と

し５名をもって、それぞれの特別委員会を設置し、以上の委員数で構成することにご異議ありま

せんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（越峠 惠美子君） ご異議なしと認めます。よって、各特別委員会の設置並びに委員の構

成は、議長発議のとおり決しました。

おはかりいたします。各特別委員会の委員の指名は、江府町議会委員会条例第６条の規定によ

り、議長において指名することとし、一般会計予算特別委員会委員には、森田 智議員、上原二

郎議員、長岡邦一議員、宇田川潔議員、越峠惠美子の５名、特別会計予算特別委員会委員には、

川上富夫議員、池田成弘議員、川端雄勇議員、田中幹啓議員、日野尾 優議員の５名、以上指名

いたします。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（越峠 惠美子君） ご異議なしと認めます。よって、所属委員は、議長指名のとおり決し

ました。

それでは、ここで暫時休憩とし、その間に各特別委員会では、直ちに正副委員長を互選し、議

長まで、報告をいただきたい。暫時この場で休憩いたします。

午後０時１２分休憩

午後０時１３分再開

○議長（越峠 惠美子君） 再開いたします。

では各特別委員会より報告のあった正副委員長を公表いたします。

一般会計予算算特別委員会委員長、森田智議員、副委員長、上原二郎議員。特別会計予算特別

委員会委員長、川上富夫議員、副委員長、池田成弘議員の以上であります。

では、各委員会に付託する議案は、次のとおりであり会期中の審査として付託します。

一般会計予算特別委員会は議案第１８号を、特別会計予算特別委員会は議案第１９号から議案

第３４号までの１６件、以上、それぞれの委員会に付託するので、結果を会期中に報告を求めま
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す。

⋞ ⋞

日程第４６ 陳情書の処理について

○議長（越峠 惠美子君） 日程第４６、陳情書の処理についてを議題といたします。

受理した陳情書は、お手元に配りました陳情文書表のとおりです。

おはかりいたします。受理第１号、受理第２号の２件は、総務経済常任委員会に付託し、受理

第３号の１件は、教育民生常任委員会に付託し、会期中の審査とすることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（越峠 惠美子君） ご異議なしと認めます。よって、受理第１号、受理第２号の２件は、

総務経済常任委員会に、受理第３号の１件は、教育民生常任委員会に付託することに決しました。

会期中の審査をお願いします。

⋞ ⋞

○議長（越峠 惠美子君） 以上で、本日の議事日程は、全部終了しました。

これをもって、散会とします。どうもご苦労様でした。

午後０時１５分散会
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